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東京大学総括プロジェクト機構「水の知」（サントリー）総括寄附講座 

全学自由研究ゼミナール 水の知最前線「水で生きる」 

第 11 回（第 4 部：水と自然環境） 

日時：2009 年 7 月 3 日（金） 

 

（沖） 第 11 回目の本日は、溝口先生から、農業と水と情報という観点から、水について

語っていただきたいと思います。では、溝口先生、よろしくお願いします。 

 

講義題目：「農地は水のコントロールが命―農地情報リアルタイムモニタリングシステム―」 

講師：溝口 勝 氏（東京大学大学院情報学環（大学院農学生命科学研究科兼務） 教授） 

 

 皆さま、こんにちは。わざわざ京都から来られている方もいらっしゃるというし、それ

だけの価値のある話ができるのかどうか、非常に不安な点はあるのですが、それはそれと

して、やっていることしかしゃべれませんので、期待に添えなかったらすみません。 

 水のサントリーさんのイメージということで、今日のタイトルは「農地は水のコントロー

ルが命」としましたが、実際にはいま開発している農地情報リアルタイムモニタリングシ

ステムについての話です。、それが農業のいろいろなところに応用できるという紹介をした

いと思います。 

 現在私の所属は、正式には昨年の四月から大学院情報学環ですが、もともとは農学部、

大学院でいえば農学生命科学研究科です。ここに兼務と書いてありますが、大学には兼務

と兼担という制度があって、兼担は学生の研究指導だけやればいいのですが、兼務は雑務

も一緒にやるのだそうで、私は今、農学系と情報学環と両方の雑務をやっていまして、今

日の午前中も情報学環の仕事で時間を取られていました。 

 

スライド 2 

 少し自己紹介させていただきます。私自身がなぜこんなに農業にこだわるのかというこ

とです。私自身は、実は栃木の那須野が原の農家の次男坊ですが、昔はそれほど農業には

こだわっていなかったのです。自分がそういうところで生まれ育ったといっても、東大に

入ったときも、自分は農家出身だし、農学部に行くのが当たり前だろうなというぐらいの

気持ちではいましたが、その後ずっと何十年間かは、あまり農学らしいことはやっていな
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かったのです。でも、ここ数年ぐらい非常に、やはり自分が農学系のことをきちんとやら

ないと駄目なのではないかという危機感のようなものがありまして、最近はすごく農業づ

いたことを主張するようにしております。 

 沖さんとの付き合いはこの辺からあるのですが、特に 2003 三年の内閣府技官（参事官補

佐）併任、これの後任が沖さんだったのです。そんなことで、役人のちょっとした機微の

ようなものを随分このあたりで勉強しました。あと、2005 年ぐらいから、もともと土と水

というあたりが専門なのですが、役人の生活が終わった後ぐらいから、国際情報農学とい

う、特に東南アジアを中心とした土と水のようなことで展開を図っていって、今そういう

中でさらに、情報というものを農業にどう使っていくかというあたりをやっております。 

 

一．めざせ、地べたモニタリング～農業分野における新たな情報利用の可能性を探る～ 

 

スライド 3 

 今、僕が世の中に主張したいと思うことは、農業ＩＣＴ（インフォメーション・コミュ

ニケーション・テクノロジー）です。ＩＴ（インフォメーション・テクノロジー）だけで

はなくて、そこにコミュニケーションが入ってこその面白さがあるということで、「農業Ｉ

ＣＴ」ということを主張しています。特に農業や農学分野において、今の情報通信技術を

うまく使っていけるような仕組み作りやそのインフラ整備のようなことに、力を入れてい

ます。 

 ただ、問題意識としては、やはり農学部の使命としては、地球規模の食料問題を常に意

識しておく必要があるだろうし、最近だと食の安全・安心ということがいわれますが、そ

の確保をどうするかということにも責任を持つべきだろうし、そういう中で自分ができそ

うなことというのは、農地の適正な管理システムです。今日のタイトルに「農地は水が命」

というようなことを書いてあるのは、実はこの辺に関係しています。 

 それから、今は世の中、若者の中でも結構農業ブームで、マスコミにも農業ビジネスが

もうかるとか何とかとよく出てきますが、僕は実はあれは全く信じていなくて、それを書

いているマスコミの人たちは、農業の一面しか見ていないと思っています。僕は、日本の

農業というのは、マスコミで紹介されているようなことではなくて本当はもっと裏舞台が

あって、そういうどろどろした部分にもう少しフォーカスを当ててほしいと実は思ってい

ます。それは、今日そこにいる田中君あたりは、土地改良区のようなどろどろした世界を
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随分見てきているというか、それを研究テーマにしていますが、そのあたりに関しては、

ほとんどいい意味でのマスコミ報道はされていません。しかし、実はあれが日本の農業の

一番根幹を支えている部分でして、そのあたりをいずれは理解してほしいと思っておりま

す。 

 私の農業に対するこだわりには、そういう能書きというか、バックグラウンドがあるの

ですが、取りあえず今自分がやろうとしているのは、ＩＣＴを使って何とか食料生産や地

球環境保全、日本の農業に何か貢献できるようなことをしたいと思っています。 

 

スライド 4 

 これは今の情報学環ではないのですが、その前のわれわれの研究室のイメージ図です。

情報というものをキーワードにして、生産・環境の情報や、国際協力、食感性というのは

前の教授がやっていたものですが、情報通信技術を使って、とにかく世界の農場から自分

たちの食卓までをカバーできるようなことができないかと考えています。 

 

二．霜柱の研究 

 

スライド 5 

 一言で、「めざせ、地べたモニタリング」と表現しいるのですが、地球儀や世界地図が出

てきて、いろいろな地球観測データを使って、地球全体がどうなるのかとかという絵を非

常によく目にします。しかし、実際にそこで公開された、あるいは予測されたデータが、

本当にそこで農業を実際にやっている人たちレベルに使えるようになっているのかどうか、

あるいは、その人たちの目線できちんとデータが取れているのだろうか、どうもそのあた

りが、ちょっと欠けていると私自身は思っています。そこで、衛星からデータを取ってい

る人たちに対抗して、自分は地べたをはいつくばってデータを取ってやろうと重い、あち

こちにモニタリングロボットを置きつつ、あるいは、現地の人たちとコミュニケーション

を取りつつ、実際の農業の現場や、そこの農地で起こっていることの情報を集めていこう、

さらにそれを利用していこうというようなことを考えています。 

 

スライド 6 

 突然、霜柱の話が出てきます。実はまだ全然イントロで、よた話なのですが、もともと
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僕は霜柱の研究をしていました。霜柱をよく見ると、氷の上に必ず土粒が載っています。

土粒が載っているから、霜柱ができるのです。土粒がなぜ載っているかというと、その土

粒のすぐ下に水が上がってくるのです。その氷がどんどん成長して霜柱ができるのです。 

 

スライド 7 

 実際になぜ土粒の下の所に水が集まってくるのか、どうしてどんどん水が来て、どうい

うからくりで土の中の水移動が起こっているのかというあたりを、実験室レベルで丹念に

研究して、コンピューターシミュレーションというかモデルを作って、偏微分方程式など

を解いてというようなことを昔はやっていました。今でもこの辺をやっている研究者から、

「ぜひその辺の研究をもう一回やってください」というリクエストはあるのですが、どう

も最近は違う方ばかりやっています。 

 

スライド 8-9 

 そのような霜柱の研究、凍土（フローズン・ソイル）というのですが、そういうことを

やっていた関係で、二〇〇〇年以前には、シベリアのツンドラ地帯などに行って実際の凍

土を掘って、土の中の水分がどの程度あるのかとか、それがどのくらい乾いていくかとか、

そのような現場のデータ取りをやっていました。そういう所に行って穴を掘って、モグラ

のようなものですが、人間が入るぐらいの大きな穴を掘って、それぞれ土の顔色をうかがっ

て、いろいろ面白いのですけどね。土の話をしだしたらまたいっぱいあるのですが、やは

り長年かけて、降った雨や雪が地中に染み込んでいく過程で、土の表面の方にあるいろい

ろな物質を溶かして下に持ってくるものですから、必ず古い所というか、人工的な手の入っ

ていない所は、土が層状になっています。それは土そのもの、いろいろな各国の土、いろ

いろな所の土は、そこの土地の歴史を物語っているというか、そういうものを全部刻み込

んでいます。 

 そのようなことをやっていたのですが、約一〇年前に東大に移ってきまして、今度はそ

ういうところになかなか行きにくい環境になってしまいました。そもそも自分自身凍土の

基礎研究から始まって、実際の現場ということで広大なシベリアに行って、シベリアで目

の当たりにして気づいたことは、自分のやっていた研究はすごくみみっちいというか、コッ

プの中の現象を丹念に調べていたに過ぎないということです。でも、コップの中の現象は

それはそれで非常にいい研究だと、いまだに自信はあるのですが、その成果を実際のああ
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いう大きなスケールに持っていくには、あまりにも違う問題が多すぎる。 

 つまり、小さなスケールの中でもいろいろな現象が土の中では起こります。それは丹念

に説明することができる。しかし、広いシベリアや、田んぼ一枚でもいいですが、そこで

起こっている現象をそのまま足し算すればその広い所で起こっていることが理解できるの

かというと、そうではないのです。やはりスケールに合わせた研究手法が必要で、実際に

シベリアなどいろいろな所に行って初めて、自分がやってきたことが本当にコップの世界

だったのだということに気づいたのです。賢い方々はそんなことは最初から分かっていた

のかもしれませんが、本当に所変われば必ずしも通用するわけではないのです。その自分

の対象としている系に対して、やはりそれなりの切り口でやっていかなくてはいけないの

だということを認識したわけです。 

 

三．高冷地の傾斜畑の問題 

（一）実態 

 

スライド 10 

 10 年前に東大に来て、でも、寒い研究はもう少し続けたいなと思って、手に入れたのが

この地図です。一月の累積平均地温分布、10 センチ下の土の中の温度の分布ですが、0 度

よりも下がる地域が、群馬県のこの辺りと北海道。寒い所をやるのには北海道に行くのは

遠いし、東京からだったらここまでだったら行けな、と思って、実は高冷地の傾斜畑の問

題という、現場的な問題をやり始めました。 

 

スライド 11 

 具体的に言うと、嬬恋村のキャベツ畑というのは必ず傾斜している、寒いというか冷涼

な気候の所にあって、そこでキャベツを作るわけです。 

 

スライド 12 

 これがキャベツ畑です。最盛期、夏にはこのキャベツがほとんど東京に来ます。ぱりぱ

り本当においしいですね。 

 

スライド 13 
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 実はこれは九月のある収穫直後の様子ですが、手前側は収穫して土が出てしまっていて、

奥の方はまだキャベツが植わっています。 

 

スライド 14 

 収穫直後に台風が来たりすると、土が流されてしまうのです。現地の農家の方たちは、

毎年この土を作っている。しかし、その管理の仕方というか、タイミングが悪いと、その

ふかふかした土がダーッと流されて、それが群馬県の吾妻川に入って、利根川に入って、

太平洋まで来るのが、衛星写真などでも見えるのです。おいしいキャベツをわれわれは食

べているけれども、ある面、この黒い土を犠牲にしながら食べているのだというあたりを

意識しておく必要があるのだなと、こういう所を見て感じました。 

 

スライド 15 

 このようになると、かなりもう、浸食そのものです。 

 

スライド 16 

 実は、冬場にも同じようなことが起こります。融雪水、あるいはこの地方は土も凍って

いたりしますから、それらが解けて水になったものが行き場を失って斜面を流れていくと、

浸食を起こしてしまうのです。 

 

スライド 17 

 あるいは、大掛かりな農業をやるということは、手作業でやるわけにはいかないという

か、たくさん作ろうとすると、やはり大型機械が必要です。大きなトラクターで畑を耕す

と、大体ロータリーをかけている 20 センチとか 30 センチの部分だけがふかふかになるの

です。その下は大きなタイヤのまま踏み固めていますから、実は今の畑の状態はどうなっ

ているかというと、傾いたカチカチの土の上に“ふかふか”の土が 20～30 センチ載ってい

ているという状態になっているのです。そのたった 20 センチのふかふかした土の所に根っ

こを張張らせて、大きなキャベツを作っているわけです。 

 

スライド 18 

 ですから、キャベツがあるときはいいです。でも、それを一回抜いてしまうと残るのは
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ふかふかした土だけですから、そこに雨が降ると、そのふかふかした土は降った雨をたく

さん保つわけです。そうすると極端な話、地滑りのようにしてその土が流れていってしま

うのです。現場に張り付きながら、どのくらいまで水が入るかとか、そんなことを調べて

いました。 

 

（二）メカニズム解明 

 

スライド 19-20 

 そのメカニズム、雨がいつ、どのくらいまで土の中に浸透しているのだろうかというこ

とを測ろうと思って、2002年の段階で、畑のど真ん中にいろいろなデータを取るためのソー

ラーパネルや観測装置を仕掛けて、実際に畑の中で、一年間どのような温度変化をするか

などというデータを取っていました。 

 

スライド 21 

 例えば、このデータだと、12 月 25 日のクリスマスのときに、地表面から 10 センチ下の

土がちょうど 0 度になっている。ということは、それよりも上はもっと低い温度ですから、

凍っているわけです。あるいは、雪がかぶっている。でも、雪がかぶると冷え込みは抑え

られてしまいますから、このあたりで凍っている。 

 

スライド 22 

 実際に水分センサーを入れて測ってやると、確かにその時期には 10 センチの所の水分量

は落ちています。水分量は縦軸ですが、落ちているというのは、実は一部凍ってしまって

いるわけです。10 センチの所の土が凍り始めたのがこの時期だということを現地に行かな

くてもわかるようにしました。これは携帯電話方式でして、研究室から現地の携帯電話に

電話して、データを自動的にダウンロードするような仕組みをこの時期に作っていました。

確かにこれはデータとして面白いし、春先は春先で、三月には雪や凍土が解けることによっ

て、地表面の今まで凍っていたものが一気に解けて、急激に水分が上がるなどというデー

タも、このときに取れています。こうして一年間、畑の中というのは結構面白い動きをし

ているのだなということが、この時代に分かったことです。分かったというか、そんなこ

とは当たり前といえば当たり前なのかもしれませんが。 
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スライド 23 

 実は雪があったり、凍っている間は土の中は大して大きな変化がないのですが、一回氷

が解けてしまうと、数日の間に土の温度が急激に上がるのです。ですから、面白いのは、

そうやって今まで氷に閉ざされていたような畑であっても、解けると一気に温度も上がる

し、そのことによって土の中にいる微生物などもすごく活動し始めるという、生きた畑の

サイクルがどうもありそうだということがこの頃に分かったことです。 

 

（三）提案 

 

スライド 24 

 科学としては大抵これで論文を書いて終わりです。しかし、それが分かったことで何か

できるのか、やはりそれで終わっては駄目だと思って、では、どうしたら土が流されるの

を防げるのかということも、農家の人たちに幾つか提案しています。 

 季節的凍土層と機械的硬盤層と書きましたが、機械的硬盤層というのは、トラクターが

踏み固めてしまったことによってできた、硬い水を通さない層です。それから、季節的凍

土層というのは、冬の間に上の方が凍って、春先に上の方から解けてくるのだけれども、

まだ凍土が残っているという層です。そういう層があるために、融雪水が中に入りきれず

に、土と一緒に流れていってしまうわけです。 

 

スライド 25 

 それを何とか防げばいいのだ、そうならないような工夫はないだろうかと思って、雪解

け時期に炭をまくことを提案しました。つまり、雪解けの時期に炭の粉をまばらにまいて

白と黒にしてやると、黒い所が部分的に早く解けます。凍土を早く解かすことによって、

その解けた層に融雪水を集めるようにすれば、浸食が防げるのではないかという提案をし

ましたけれども、実際にそれを農家の人が使ったという例はまだあまりないです。提案を

聞いて、いい方法だねと言ってはくれるものの、実際にそういう技術を普及させるには、

まだまだ誰かいい篤農家を説得していかないといけないのだなということを学びました。 
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四．情報技術を使った現地のモニタリング 

 

スライド 26-27 

 携帯電話を使って、土の中の水分がどう動いているかとか、温度がどうかというのは、

リモートで取れるということは分かっていたのですが、そうこうしているうちに、2005 年

とか、2006 年ぐらいに、より広い所のデータを取る方法として、フィールドサーバという

ものを導入しました。 

 

スライド 28-29 

 このような感じのものです。これは何かというと、先ほどの携帯電話のシステムよりも

もう少しコンパクトで、しかもウェブカメラが付いていて、現地を見ながらほかのいろい

ろな気象データや土壌水分のセンサーをつなぐことで、通信系、情報技術を使って現地を

モニタリングするロボットです。 

 原理的には、それぞれのフィールドサーバは、任天堂ＤＳのワイファイシステムではな

いですが、全部がワイファイのアクセスポイントを持っていて、いったんこれがどこかイ

ンターネットにつながって、さらにそれをいろいろなところに点在させてやると、この領

域全体のデータが一網打尽に取れるという仕組みです。 

 

 スライド 30 

実際には、農地の中の土の情報を取ろうということで、そこに土壌水分センサーをつな

いでデータを取るようにします。 

 

スライド 31 

 来週の土曜日に、ここの会社の研究開発者が東大に来るので、「土壌センサーの現状と未

来」というタイトルでセミナーを予定していますが、今は、いろいろなセンサーが開発さ

れています。実は土壌水分といいますが、測るのは本当に難しいのです。定義としては、

一握りの土の中に、体積当たり水が何パーセント入っているかというような定義です。で

も、それを広い領域でいちいち採るわけにもいかないし、雨が降った直後はどうか、しば

らくたったときはどうかと、いちいちサンプリングするわけにはいかないというか、やっ

ていられないものですから、最近は土壌水分センサーを使って、土壌水分の情報を電気信
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号に変えています。しかし、今、一般的に売られているような土壌水分センサーは、例え

ば一つで 10 万円以上するとか、すごく高いわけです。ところが、この会社の宣伝をするわ

けではないですが、今はそれを 10 分の 1 くらいの値段で買えるようになってきています。 

 

スライド 32 

 こういうセンサーを使いこなして、どんどん広い領域でもデータを取るようにしようと

いうのが、私が進めている土壌情報モニタリングシステムというものです。使っている技

術は、インターネットとフィールドサーバ、それから、土壌水分センサーなのですが、こ

のセットをいろいろな国、場所に置いて、データを集めています。 

 

スライド 33 

 これが一例ですが、嬬恋のキャベツ畑や千葉県のピーナツ畑、インドネシアのＳＲＩと

いうボゴールにあるＳＲＩ水田、それからタイの水田など、いろいろな所の情報を集めて

います。 

 この辺をクリックすると、インターネットに実際につながります。例えば、これは今の

タイのコンケンの水田です。水田だけれども、まだ耕しているだけで、なかなか水が入っ

てこない。今というのは、つい数分前の画像です。こういう感じで、これはリアルタイム

にほぼ近いものですが、いろいろな所の農地情報を集めています。 

 この六月にはじめたのが、新城市のＳＲＩ水田モニタリングです。ＳＲＩというのはま

た後で説明しますが、今、東南アジア、特にインドネシアを中心に、新しい稲作技術が普

及し始めています。水田というのは水を張っているから水田とお思いでしょうが、ＳＲＩ

は、8 日とか 10 日ぐらいの小さい苗を、水をかなり減らした水田に植えます。その後に、

少しひびが入るぐらい水田を乾かすのです。数日間乾かした後に水をかけてやる。数日間

水をかけた後に、また水を抜いて、泥に亀裂が入るまで乾かす。それを繰り返すことによっ

て、根が「自分は死んではいけない」と思って伸びてくる。そうすると干ばつに強い稲に

なるということで、東南アジアを中心に今爆発的に普及し始めている方法です。 

 それを日本のある農家の方がやってみたいといって突然われわれの研究会に来たもので

すから、「ぜひそれを観察させてください」といって、ここに機械を設置して、例えば、こ

れは 6 月 30 日のデータですが、このように田んぼを見ながら、あるいは、そのときの土の

乾き方がどうかということが見えるようにしています。そのようなことを、「地べたモニタ
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リング」と称してやっているわけです。 

 つまり、今僕がやろうとしているのは、画像も含めた農地の状況を、気象や土壌情報も

含めて、そういうものをリアルタイムにモニタリングするような仕組みを作ることです。

まだ提案しているわけではないのですが、実はその農地情報モニタリングというのは、こ

のように気象や何かは学者的には面白いのかもしれませんが、もしこの仕組みがもっと認

知されるようになってくると、今の耕作放棄地をずっと見ようとか。あるいは、脱サラし

て農業をやってみたいのだけれども、あそこで農業ができるのだろうかと思ったときに、

こういった情報を取ってきて、自分の作っている田んぼがどうなっているのだろうかとい

うことを、サラリーマンが見えるようになったら面白いなとか考えています。 

 例えば、先週も京都のある地域の農村調査に出掛けていたのですが、そこの農家の話を

聞いていると、今、通勤農業というのがぽちぽち出ているそうです。自分のビニールハウ

スや土地は遠い所にあるのだけれども、実際に住んでいるのは都市だと。その人は常に田

んぼや農地の近くにいるわけではないから、せっかく作っているものがどういう状況なの

かを知りたくてしょうがないわけです。例えば、そういうところにこのような仕組みを入

れてやることによって、今どうなっているのか、今行って何か管理すべきなのかどうか、

などを判断するというような、何か新しいタイプの農業のやり方を提案できる可能性があ

ると思っています。 

 

スライド 34 

 そういったことを、原理的には近くだろうが、遠くだろうが、インターネットと電気さ

えあれば何とかなるわけですから、今それを日本とタイとインドネシアで続けています。 

 

事例一 嬬恋キャベツ畑のモニタリング 

 

スライド 35-36 

 一例ですが、これは先ほどの嬬恋キャベツ畑の土壌水分の動きです。これが雨です。7

月19日ぐらいに土壌水分がぐっと下がっているなということは、データ側から分かります。

何が起こっているのかということで画像側の方を見てやると、18 日に収穫していた。地表

面に植わっていたキャベツを取ることによって、そこに植生がなくなって裸地になって、

どんどん土から蒸発が起こって、水分が減っていっているという様子が分かります。7 月
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24日には、取れていたはずの水分センサーの値がかくんと落ちてしまっている。何が起こっ

たのかと思ったら、キャベツを収穫した後にトラクターが入って耕運して、センサーを切っ

てしまったのです。それも困ったものですが、そのようなことが見える。農作業に合わせ

て、農地で起こっていることを、画像と実際のデータを突き合わせることで、よりいろい

ろな情報をこの中から引き出すことができるようになるわけです。 

 

スライド 37-39 

 画像だけを見ても、作物の生育の状況が遠くに居ながらにして分かりますし、例えば冬

場だと、畝の間に雪を残しながら徐々に雪が解けていく様子なども分かりますし、このと

きには実際に土の中の温度や水分がどのように変わっているかということも同時に取って

います。このようなことが一例としてあります。 

 

事例二 畑の土埃モニタリング 

 

スライド 40-42 

 ほかにも、農地の問題で先ほど千葉県のピーナツ畑の話をしましたが、そこにもこうい

うものを入れています。なぜこれをそこに入れたかというと、今は農村地帯にいわゆる新

住民といわれるサラリーマン家庭がどんどん入ってきています。あるいは、昔は農業をやっ

ていたせがれが結局農業をやらずにサラリーマン化していったとか、昔は農村部には農業

をする人たちばかり住んでいたのですが、そうではない人たちとの混住化が起こっていま

す。そうすると、例えば、農家の人にとっては許せても一般の住民にとっては許せないこ

とというのがその地域ではいろいろあるわけです。それがここで言うと土埃なのです。昔

から住んでいる人は、土埃は春先の名物だからしょうがないと思っているのだけれども、

新しく来た人にとってみるとそれは許せないということで、何とかできないだろうかと。 

 

スライド 43-46 

 これがその一例ですが、八街市の 2008 年 2 月 23 日です。畑を広げたはいいけれども、

春先に春一番などが吹くと、土埃で前も見えないというすごい状況になります。そこの所

に先ほどのカメラ付きのセンサーを置いて、観察する装置を入れているわけです。 
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スライド 47-48 

 そこに今度新たに、例えば花粉センサーを付けてやって、花粉センサーといっても実際

には空気中の微粒子をカウントするのですが、それを付けてやると、風の強いときにそう

いうものが舞うのかというと必ずしもそうではなくて、湿度が下がって風が強いようなと

きに一番飛びやすいのだということも、このモニタリングロボットで現地観測ができまし

て、実際に湿度と風の強さをパラメーターにして、空気中に飛んでいる粒子の数をプロッ

トしてやると、結構きれいな関係式が出てくるわけです。 

 

事例三 東北タイ天水田の土壌情報モニタリング 

 

スライド 49 

 これは先ほどお見せしたタイのコンケンですが、タイの水田というのは、特に東北タイ

は、かんがいなどはせずに、雨だけを頼りにして水田をやっています。左が乾期で、右が

雨期です。同じサイトですが、季節によってこんなに様子が違います。 

 

スライド 50-51 

 そういう所に先ほどのフィールドサーバを入れて観察するとどうなっているかというこ

とですが、今、そういうものを大体 1 キロぐらいのところに幾つも置いて、この水田全体

の土壌水分の動きを観察しようとしています。でも、導入したはいいのですが、実際のと

ころはこの辺の機械が壊れてしまっていて、まだこの広域の土壌水分変動はうまくとらえ

られていません。 

 

スライド 52 

 いずれにしても地べたモニタリングでは、穴を掘って、センサーを入れるという作業を

やっています。 

 

スライド 53 

 その仕組みは、土壌水分センサーがあって、先ほどのワイファイ通信のできるフィール

ドサーバを経由して、衛星回線を使ったインターネットでデータを運ぶというような方式

です。 
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スライド 54 

 一回入ってきたデータはウェブ経由で利用できますので、それをいろいろ加工すると、

気温がどうか、湿度がどうか、そのときの画像がどうかというものをさかのぼって見られ

るようになっています。 

 

スライド 55-56 

 例えば、実際に先ほどの水田の土壌水分の変化ですが、例えば 2007 年の乾期だと、雨が

降るとぴっと跳ね上がるということを三月ぐらいから繰り返しているのですが、2008 年の

場合には、実はもう一月ぐらいから雨があって、一カ月ぐらい早く雨期に入りました。こ

れも２年間モニタリングしていて分かったことなのですが、現地の人たちは保険を掛けて

おくのです。天水田の農民は、取りあえず種をまいておく。生えてきたらそれでもうけも

の。しかし、先ほどのように早く雨期を迎えられて水が豊富な年は、これを一回耕運して

今度は田植え用の水田にしてしまうのです。天水田も水田といえば水田なのですが、これ

はじかまきの駄目もとの田んぼなのです。 

 

スライド 57 

 だから、確実に収量が上がるということで、例えば 2007 年の 7 月 1 日はまだじかまきの

状態です。しかし、雨の多い年の 2008 年の 7 月は、確実に収量を上げるために水田にして

いる様子が、現地のモニタリングロボットから分かったことです。 

 その辺、現地の農家の人たちが何を頼りに、いつどの段階でそういう判断をしているの

かというあたりがもう少し突き詰められると面白いなと思っています。いずれにしろ、こ

れは長年の知恵なのでしょう。何かを見て、今年は水田にするぞと判断しているようです。 

 

スライド 58 

 これがその例です。四角の印が田植えですが、やはり田植えをした場合の方が、じかま

きより収量は上がっている。そのようなことが現地の聞き取り調査でも分かっています。 

 

スライド 59 

 このように遠い所にもフィールドサーバを設置することによって、アジアの持続的な農
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業というものがどうあるべきなのだろうかというあたりを考察しています。 

 

スライド 60 

 今、フィールドサーバを置いているのはこの地域だけなのですが、もっと大きなスケー

ルで土壌水分計をばらまいて、衛星とリンクさせようという計画を進めています。ここに

湖があるので、この方向ではなくて、この辺に何とかならないかという話を今日聞きまし

て、また交渉しますが、このようなことをやっています。 

 

スライド 61 

 ほかにも、フィールドサーバを近くの小学校にも置いて、もう少し理科の観察など、近

くの小学生たちにも興味を持ってもらおうということをやっています。 

 

ＳＲＩ水田モニタリング～インドネシア・ボゴール水田 

 

スライド 62 

 先ほどのＳＲＩ水田の話です。これはインドネシアのボゴールですが、面白いのは、水

田の水をうまくコントロールするために、現地の人たちは水田にわざわざこうやって溝を

切っているのです。この幅が四～五メートルあるのですが、この水位をコントロールして、

あるときには土の水分を落として、あるときにはこれを高くすることによって、全体を水

につけるというように、極めて現場的なというか、上手に水をコントロールしています。 

 

スライド 63 

 これはフィールドサーバがとらえた現地の田植え風景です。おもむろにやってきて、み

んながこうやって植えているというあたりも画像に写っています。 

 

五．結論 

 

スライド 64 

 まとめると、今、僕がやっている農地情報リアルタイムモニタリングというのは、画像

を含むデータの自動収集システムで、生産現場の気象や土壌環境をモニタリングできるも
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のです。農地の管理システムとして使える可能性があります。インターネットに集まった

データをウェブ上に公開しながら、例えば、風の強いピーナツ畑の近くではないですが、

農民も一緒に参加しながら、うまく展開できないかということを今考えているところです。 

 

六．おまけ 

（一）ジャストインタイム農業をめざして 

 

スライド 65-66 

 正式の講義の話は以上なのですが、おまけの話です。ジャストインタイム農業について

です。それは何かというと、農業で工業的な生産ができないだろうかということです。ト

ヨタのカンバン方式－必要な物を必要な時に必要なだけ適切に生産するという方式があり

ますが、それがなぜ農業でできないのだろうかと。農業でそれができたらもう少しみんな

苦労しなくて済むのにと思っています。そこで私がどうしようとしているかというと、地

上観測・気象予測・作物栽培データベースなどの情報をもっと上手に活用して、できるだ

け現場の問題に応え得るようにできるのではないかと。そして、グローカル思想で農業現

場の問題を解決といっていますが、いろいろな農業問題を、グローカルというのは地球規

模でのいろいろな変動を考えながら、でも、実際には地域レベルで活動できる、農民レベ

ルで活動できる、実際にできてなんぼの世界だということで、そういう情報を上手に使い

ながら、このようにできないかということを考えています。 

 

スライド 67 

 普通、ジャストインタイムというのは、生産・流通・消費までの一連の流れがあるので

すが、よくよく見るとトヨタのやっているのは本当に生産システムなのです。だからジャ

ストインタイム農業といったときも、生産だけにこだわれば、生産だけにすれば、何かで

きそうな気もするのですが、実は農業、農学の抱えている問題というのは消費まで、口に

運ぶまでをとらえていますので、そこまでカバーできるような仕組みができないだろうか

ということを考えています。 

 

スライド 68 

 ただ、工業製品と農作物の大きな違いは何かというと、やはり不確定要素が多いという
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ことです。例えば気象条件、気温、降水量、日射量などは、毎年の天気がよく分からない

ですし、固有の条件、土が非常にいい所とそうではない所、水当たりのいい所とそうでは

ない所、そこに農作業という人間が介在して、何を植えたらいいか、どの品種を植えたら

いいかという人間の判断が入ってきて、それをうまく組み合わせることによって、農業生

産ができるわけです。 

 

スライド 69 

 ＪＩＴＡＳ（ジャストインタイム・アグリカルチャー・システム）と勝手に名前を付け

ていますが、そういう情報をきちんと使いこなせると、いつ種をまいて、いつ消毒して、

いつ肥料をまいて、いつ収穫したらいいかというようなことをやれる。そのようなことが

情報を使うことによって農業分野で展開できたら面白いだろうということを今考えていて、

ＤＩＡＳ（データ・インテグレーション・アナリシス・システム）という、地球観測デー

タ統融合連携研究機構の一つのサブジェクトとして、これを進めているところです。 

 

スライド 70 

 その中の一つの例ですが、今そういう中で、つくばにある中央農業総合研究センターの

グループの人たちと栽培可能性（水稲適地適作）検証ツールというものを作っています。 

 

スライド 71 

 作物というのは面白くて、品種を決めてやると、もう持って生まれた性質というか、あ

とはそこに気温がどのくらいで、日射量がどのくらいでという情報を入れてやると、大体

どのように育つかということは、その品種で決まっていってしまうのです。 

 

スライド 72 

 そういうモデルをうまく組み合わせてやると、例えば、現在の気象条件では北海道の稚

内では米は全然取れないのに、五度も上がることがあるかどうか分かりませんが、もし気

温が五度上がったとすると、稚内あたりでも取れなかった品種が取れるようになるという

予測ができるようになっています。タイの場合には、それをタイの気象条件に合わせて、

そこでどの品種が作れるかというようなことも、一応このような中では予測するようにし

ています。 
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スライド 73-75 

 これが昨年度やった一つの研究成果の例ですが、コシヒカリやイシカリなど、品種を選

んでやって、田植えを 5 月 1 日にしたパターンと、5 月 20 日にしたパターンです。 

 温暖化の影響などを例えばパラメーターとして入れてやると、そのことによって、どの

地域で収量がどうだというような、ウェブ版の栽培可能性ツールを開発しています。これ

は色別に、取れているときは緑だとか、赤っぽいのがより取れているというようなことが

出てくるわけです。これをもう少し、世界中の気温や日射量などのデータを集めてきて、

世界地図上にこれが落ちるようになったらいいなということを考えています。 

 ちょっと地べたモニタリングとは矛盾するようなことをやっているのですが、これはこ

れで一方でやっていて、実は地球観測データベースの中では、日射量がきちんと整理され

ていないのです。しかし、一方で稲の収量予測のためには日射量は不可欠でして、その整

理されていない日射量のデータを、沖先生にお願いして地表面環境データベースを使って

推定するような仕組みを今作っています。それとこれを合わせると、アフリカなど世界中

の所で、例えばコシヒカリは取れるのか取れないかという判断ができるようになります。 

 ただ、そのまま正しいのかといわれると、それを検証するためにまた別のデータが必要

ですし、もう一つ大事なことは、この講義では水の話をしているのですが、実はこのモデ

ルの中には、まだ水のパラメーターを入れていないのです。水は十分にあるものとして、

気温と日射量によってどうなのかという状況でしかないので、水の情報を入れたときにど

うなのかというように、さらにこれは補強していかないといけない状況です。 

 

スライド 76 

 それから、次は「多国間農産物トレーサビリティシステム構築」です。これは皆さんご

存じかどうか分かりませんが、東大の生協で、サイドディッシュでホウレンソウを食べて

いますか。あのホウレンソウはどこから来ているか知っていますか。答えが書いてありま

すが、100 パーセント、タイから来ています。中国ではありません。それは 2001 年だか 2002

年に中国の農産物から残留農薬が見つかって、輸入がストップしてしまったのです。それ

で大学生協側は中国に頼れない、自分たち独自でどこか生産地を確保しようということで、

なぜかタイに目を付けたのです。タイのチェンマイからさらに西の奥地に行った所にチェ

ンダオという所があるのですが、そこの山にホウレンソウ畑を持っています。実際にはタ
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イのスイフトという会社が持っているのですが、そこと契約をして、契約栽培しています。 

 

スライド 77 

 その契約栽培している場所に、実は先ほど紹介したフィールドサーバのセットを置いて、

この写真のように、現地の映像と土壌の状態、あるいは気象の状況をリアルタイムで取っ

ています。 

 

スライド 79-84 

 これはタイの人たちに説明するということもあるし、タイトルだけ言うと「スピナッチ・

フィールド・モニタリング・フォー・ブリッジング・タイ・プロデューサー・アンド・ジャ

パニーズ・コンシューマー・ユージング・フィールド・サーバ」、要するに、タイの生産者

は、自分たちが作ったものが日本の東大の食堂で食べられているとは知らないわけです。

一方、消費者であるわれわれも、このホウレンソウがどこから来ているのかを知らないま

ま食べているわけです。一方で、今、食の安全・安心の問題があります。原点に返って、

自分たちの食べている物がどこから来たのか、現地を見える化することによって、より消

費者に安心感を持ってもらうような仕組みができないかということでやっているのが、こ

のプロジェクトです。 

 

スライド 85-86 

 結局、ほとんどがフィールドのインターネット・インフラ整備に終始しているような感

じなのですが、このようにアンテナ工事までやって、フィールドにこのような物を設置し

て、その取ったデータは右側のような所に、気象情報など、画像と一緒に見られるように

なっています。 

 

スライド 87-90 

 昨年の 12 月に東大の農学部食堂で、この情報を見せる前と見せた後で、消費者である学

生たち、あるいは利用者にどういう意識変化があったかというアンケート調査をしていま

す。それを見せるに当たっては、「農場から食卓まで×ＩＣＴ」というようなパネルを、実

名を出すと富士通デザインさんとの共同研究でやっています。 

 前後で、認知度が五倍以上上がったと。ホウレンソウがタイから来ていると知っている
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のが 5 パーセント程度だったのが、食堂にそういうものを置いておけば目立つからという

こともあるのですが、その後、二週間後ぐらいにアンケートをしたら、28 パーセントぐら

いの人がタイから来ているのだということを認識してくれるようになりました。 

 

スライド 91-93 

 現地の映像をただ見せただけでは、やはり伝える情報としては不足しているだろうとい

うことで、実はさいころのような、これもある会社がかかわっているのですが、六つのカ

テゴリー、六つのテーマに分けて、どういう土でできているのか、どういう人たちが作っ

ているのか、どういう育て方をしているのか。実は知られていない情報としては、皆さん

が毎日食べているホウレンソウは、例えば 80 円のホウレンソウを取ると、一円ずつ募金さ

れているのです。その募金された集まったものをまとめて、毎年 12 月にこの生産者の子供

たちに奨学金として渡しにいっているのです。実はそういうＣＳＲもやっていまして、そ

ういう情報もこの六つのカテゴリーの中には入れ込んでいます。 

 そうすると、実際、食堂を利用している人たちが何に関心があるのかというと、実は意

外にそのように貢献しているのだ、自分たちが食べることによって生産者の子供たちを支

援しているのだ、それが面白いというような意見が出てくるとか。僕が最初予想していた

現地のリアルタイム映像だとか何とかというのは、テレビに慣れている世代にとっては大

したインパクトはなくて、むしろ民族衣装のようなものを着ている人たちが作っているの

かとか、意外に消費者はそういうことに関心を持っているのだなということが、この一連

のプロジェクトを通して分かったことです。 

 これはこれで、今度は双方向で、せっかく現地から消費者の方の情報が分かるようになっ

ているので、今度は逆にこちらの食べている情報を現地の人に伝える、あるいは間に入っ

ているスイフトという向こうの会社の人たちに見てもらって、互いにウィン－ウィンの関

係をより強固にしていきたいということを今考えています。 

 

（二）農業をめぐる最近の動き 

 

スライド 94 

 おまけのその二ですが、農業をめぐる最近の動きということで、少し書いてあるものが、

ホームページを探すと出てきます。 
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 最初、イントロのところでも言いましたように、今は何だかんだ農業問題に関して、日

本の一般国民も随分意識してくれるようになってきています。これはある意味、農学部系

の教員にとってはチャンスですから、頑張ってもっと農業のことをやりましょうというか、

頑張ってそういう研究成果を出していきましょうということを言っているのですが、なか

なかそこら辺はうまくいっていない部分もあります。 

 

スライド 95 

 農林水産省も今年度から力を入れるということで、六つの力を入れるべき項目を挙げて

くれています。農業・農村の潜在力を生かそうということで、耕作放棄地の問題、農村の

エネルギー問題、バイオマス資源、バイオテクノロジー、情報・通信インフラ、食品廃棄

物の問題と、六つのカテゴリーに分けています。 

 

スライド 96-97 

 その中でも特に僕が着目しているのは、耕作放棄地解消プロジェクトです。最初に言い

ましたが、なぜ耕作が放棄されてしまうのか。確かに割に合わないわけです。しかし、そ

の割に合わない部分を今本当に捨てていいのかどうか。実は知られていない事実として、

耕作放棄地になってしまっている所というのは、長年かけて大量の税金を投入して、そこ

で例えば水田ができるような仕組みを作ってきた所なのです。日本の国土、日本の農地と

いうのは、われわれの指の先まで血液が行くように、隅々まで水が行くようにできていて、

水田ができるのです。さらに、行った水を今度は返すための静脈もできているのです。ま

るで工場だと思うくらい、本当に素晴らしいと僕は思っているのですが、そこまで造った、

投資してできた農地を、今のいっときの感情で放棄していいのだろうか。末端だけではな

いのです。途中を放棄してしまうということは、そこに動脈瘤ができて水が行かなくなる

のです。水が行かなくなるということは、そこから先の農地はもう使えなくなってしまう

ということなのです。 

 だから日本の農地に張り巡らせている用水路や排水路を、どうやってこれから維持管理

していくかということが、実は非常に今、重要な問題です。そのことについては、ほとん

どマスコミの報道などには出てこない。しかし、農林水産省が一番頭を悩ませているのは

そこです。過去にすごい税金を使ってそこまで整備した綿密な農地が、詰まらせて使えな

くなってしまうのです。今、新しい公共事業として、新しいダムを造って水を引くような
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ことはほとんどできなくなっていますが、血管なり、動脈も静脈も、もうがたが来ている

のです。しかし、たくさんあるので、すべてをいっぺんに直すわけにはいかないから、ど

の順番で直していくか。今、直すのが得なのか、後で直すのが得なのかという、そこの技

術開発が、今、農業基盤整備の中で一番求められているところです。 

 そういう意味では、この耕作放棄地解消プロジェクトというのは非常に重要だし、そう

いうところに、僕が開発してきているこういったツールなども使えるようになってくれた

らいいなと思っています。 

 

スライド 98 

 それから精密農業と書いてありますが、一方で、世界に目を転じると、オーストラリア

やアメリカなど、大きな農場を持っているところは、情報技術を駆使して、だだっ広い畑

一枚の土壌水分管理をしています。例えば、小麦を作るときに、ある所は水当たりがよく

て、ある所は水があまり当たらない。肥料をまいたときにも、ある所には肥料が抜けてし

まって、ある所は抜けないというようなアンバランスがあると、品質のいい均一な作物が

できないので、広い所をよりきちんと管理したがっているのです。それを管理するための

一つの方法として、精密農業という概念があります。これはプレシジョン・アグリカルチャー

といわれているものですが、写真にあるように、ちょっとしたトラクターに土壌センサー

などをくっつけてＧＰＳセンサーと組み合わせ、それが動いていくと、そのポイントの水

分がどのくらいで、その位置がどうでということが、勝手にマッピングできてしまうので

す。そのマップを逆に利用して、肥料をまくときにはそのデータを基にして肥料の量をコ

ントロールするとか、そういった動きが、今、世界の大規模農業の中では展開されつつあ

ります。それが一つの動きです。 

 

スライド 99-100 

 それから、二番目の「農地・水・環境保全向上対策」というのは、先ほど血管の話をし

ましたが、日本の中でどうやったら静脈、動脈をみんなが管理できるだろうか、地域に住

んでいる人たちみんなで管理しましょうというような仕組みを作って、今、何とか生き永

らえているという状況があります。これは農水省の対策事業です。 
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七．まとめ 

 

スライド 101 

 ということで、いろいろ話してきましたが、最初の二つは、かなりオタッキーなセンシ

ングロボットの話ですが、三番目がタイのホウレンソウの話で、生産者と消費者間のコミュ

ニケーションをもう少し大事にしていきたい。最後に学の融合と書いてありますが、例え

ば、沖先生からこの授業を引き受けた一つの理由は、やはり学の融合が大切だからという

ことがあります。今までだと、工学系の人たちや理学系の人たちは、自分たちの分野だけ

しか語っていなかった。しかし、違う分野の人たち向けに自分たちの分野を語る、あるい

はその逆をやることによって、実は自分たちのやっていることが、ほかの分野にもいろい

ろかかわっているし、波及効果もあるし、あるいは、それを面白いと思った人が増えてい

くこともあるだろうし、そうしたスクランブル的な学の融合が、本当の意味での現場的な

問題を解決する、何か新しいアイデアを生み出す源なのではないかと思います。 

 ということで、「水の知」に良かったのかどうか、お門違いだったかもしれませんが、今

日の「農地は水のコントロールが命」という話を終わりにしたいと思います。どうもあり

がとうございました（拍手）。 

 

質疑応答 

 

（司会） ありがとうございました。それでは、時間を取っていただいたので、質疑をやっ

ていきたいと思います。今までの先生方は割と研究の成果とか、ご自身に引きつけられて

いたのですが、「水で生きる」というタイトルを一番真摯に受け止めていただいて、いかに

してわれわれは水で生きているかということをお感じいただけたのではないかと思います。

何かコメント、ご質問、あるいは、先生の研究だったらこんなことをしたら面白いのでは

ないかというような。 

 

（溝口） そういうのはウェルカムです。 

 

（質問者Ａ） 最初の方にあったリアルタイムモニタリングの装置は、一般に市販されて

いるのですか。 
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（溝口） 日本では三重県のベンチャー企業が売っています。フィールドサーバとグーグ

ルか何かで検索すると、かなりヒットします。一台の価格は、カメラ付きのもので、気温、

湿度、日射量、それからほかのセンサーを一本付けられるというタイプで一台四〇万円で

す。もっといろいろオプションで広げていけます。最初はそれでいいかなと思っていたの

ですが、やっていくうちに自分自身ではもう少し工夫したくなって、先ほど紹介した新城

市などではもう少し違ったタイプに自分で組み換えて使っています。 

 

（質問者Ａ） 森林などにも使っている事例はあるのですか。 

 

（溝口） フィールドサーバを森林で使っている事例というのは、まだちょっと聞いてい

ないですね。そういう所に使ってみたいのですか。 

 

（質問者Ａ） そういう所に使ったら、そういうものがモニタリングできて、涵養林とか、

ああいう所の様子とか。 

 

（溝口） 涵養林の何を知りたいのですか。 

 

（質問者Ａ） 土の中の水分とか、そういうものがどうなっているのかとか。 

 

（溝口） それはできると思いますよ。あと、実はもう一つ僕が結構使えるだろうなと思っ

ているのは、耕作放棄地の問題もあるのですが、山あいの所に畑を作ったら、猿が出てき

て、せっかく作った物を盗んでいってしまうとか、シカがよく食べるとか、そういう鳥獣

害の被害が結構頻発しています。田舎に行けば行くほど、そういう所は電柵、針金に電気

を流しておいて、近寄ったらびりびりとしびれるような装置で守るような工夫をしている

ので、それに合わせたような形で、それの代わりにフィールドサーバを置いておいて、シ

カが来たら鹿脅しではないけれども、ぶいっと何かが出るような仕組みにしてしまうとか、

そういった使い方もできますね。一応、出力も持っているのです。何かの条件に応じて、

もともとは、例えば水分量が足りなくなったら水をやろうという仕組みにするとか、コン

トロールするための出力の部分を持っているので、使い方次第でいろいろなことができる
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と思います。 

 

（質問者Ａ） それはある条件があれば、いちいち操作しなくてもロボットみたいにでき

るという。 

 

（溝口） はい。例えばそれでやりたがっているというか、試験的にやっているのが和歌

山県のミカンの農家で、実はミカンの甘みというのは本当に水のコントロールではないで

すが、枯れる寸前ぎりぎりまで水を切って、もう駄目かなというときにぽたっとやると、

一気に甘くなるのです。そのタイミングを土壌水分センサーで取れないかということで、

フィールドサーバを置きながら実験している農家があります。 

 恐らく日本の農業技術はやはり世界一だと思っているのですが、例えばリンゴ一つ、こ

れも幾つかマスコミ報道でご存じかと思いますが、青森県のあるリンゴ農家のリンゴとい

うのは、上海あたりで売ると何千円で売れるわけです。そんなものを買う人がいるのかと

いうぐらいの値段なのですが、世界は広いですから、裕福層はそういうものを喜んで買う

わけです。日本のリンゴというのは、ほかの国のものとは比べ物にならないくらいおいし

いのです。タイなどへ行くときにリンゴを持っていくと、大喜びされます。そのリンゴ農

家の所にもフィールドサーバが一応入っていて、何かそういうものに貢献していきたいと

今思っています。 

 

（質問者Ａ） あと、タイのスイフト社でホウレンソウを栽培されているというお話で、

われわれも時々そういう外国産の原料の農産物を使うときは、特に残留農薬とか、どうい

う農薬を使っているかとかということを、トレーサビリティで調べたりするのですが、そ

ういう情報が東大のキャンパスの人たちも欲しいのではないでしょうか。食の安全という

ところから見ると、残留農薬とかそういう情報は。 

 

（溝口） 知りたいでしょうね。だから、それは出すか出さないかの問題です。私は、ス

イフト社さんに実際に現地に連れて行ってもらい、生産農場を見せてもらいました。実は

あの畑から一時間ぐらいの所にスイフトの冷凍加工工場がありまして、そこでどのような

加工をしているかを全部見せてもらったのですが、少なくともタイを出るまでの間はかな

り完ぺきに管理されていることがわかりました。 
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 実は食品のトレーサビリティの難しいところは、間にいろいろな中間業者が入ることで

す。中間業者が入ると、本当にその人たちの倫理観の問題もあって、どこで何があったか、

そんなものはどうせ分からないから、ここでずるしてもいいやという感じでやっている人

も結構いると思うのですよ。僕がなぜ生産者と消費者にこだわるかというと、自分が農家

のせがれだということもあるのかも知れませんが、少なくともまじめに生産している生産

者を守りたい。そのためには、生産の現場で「ああやってちゃんとやっている」というこ

とを、何かあったときに、「いや、ここはちゃんとやっているじゃないですか」というよう

なものを残してあげたい。あとの中間の部分に関しては、例えば情報学環にいる坂村健先

生のグループなどが、いろいろな市場とかそういうところにＩＣタグみたいなものを置い

て、それを一手に分かるようにする仕組みなどの実験をしていますので、それはそれで任

せておけばいいやと思っています。僕はむしろそれよりも、消費者と生産者の部分に関し

ては、いい関係をつくりたいと思っています。 

 

（質問者Ｂ） 先ほどタイのホウレンソウということでしたが、日本の学校で日本の産地

の物を使うというのは駄目なのでしょうか。 

 

（溝口） なぜなのでしょうね。それを判断したのは、いわゆる大学生協を管轄している

事業連合なのですが。多分、日本のものでも構わなかったのだとは思います。ただ、意外

に日本のものが、値段の問題などもあるのかもしれない。それから必ずしもホウレンソウ

が生のまま来るものではなくて、取ったらすぐゆでて、その場で冷凍して持ってきていま

すから、年中必要な生協としては、安定供給できる所がいいということなのではないかと

思います。 

 

（質問者Ｃ） 二つあるのですが、一つは土壌水分などをモニタリングする上で、場の不

均一性というのが気になるところで、それは大丈夫なのかなと思うのですが、それに対し

て先生はどのようなお考えをお持ちかということと、もう一つは、適応性、雨が降ったり

とかそういうことに対して、いろいろ適応させようという話があったかと思うのですが、

人ができる適応というのはある程度限界があるので、人が適応できない部分に対して大き

なスケールで対応する仕組みということで、研究レベルでどのようなことを考えるべきな

のでしょうか。 
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（溝口） まず、最初の場の不均一性の問題ですが、これはまだ解決できていません。実

は今までにみんな気付いていることですが、それを実証できないのです。なぜかというと、

土壌水分を取っても、ここで採った土と、ここで採った土、二つ比べて一緒かというと絶

対に違う。しかも、畑の中で畝などを作ったら、畝のこことここでどうなのですかといっ

たら、違うのです。それでどうするか。昔から土壌物理の世界ではその空間変動性の問題

というのは取り上げられていて、それを統計学的に処理する方法や、幾つかサンプリング

して何らか推定する方法などが検討はされているのですが、何分それをきちんと、例えば

グリッド上で細かくどれだけ水分データを取ったかという例が、あまりないのです。 

 今僕がやっている、明日またちょっとある所に行って、土壌水分センサーを五〇本設置

してくる予定なのですが、それは五〇本のデータを全部、一時間に一回ずつ取って、雨が

降ったときにどこが染み込みやすいかというのを実際に取って、その上で畑全体、土地全

体の水分量がどうなのかということを検証しようかと思っています。不均一性の問題は、

まだ解決できていません。おっしゃるとおりです。 

 だから、逆に言うと、僕が心配しているのは、どこかで、ＡＷＳ（総合気象観測システ

ム）というか、気象ステーションで土の水分量を測りますね。あれは点でしかないのです。

そのどこかの一カ所の点で測った土壌水分データを基にして、一〇×一〇キロの所にエイ

ヤッと当てはめて、本当にそのモデルは正しいのですか？と、そこはいつも疑問なのです。

だから、先ほど言いましたが、地べたモニタリングという言い方をして、少なくとも自分

が立って歩ける範囲内の所だけはもう少し細かく取って、衛星データのワンピクセルでも

いいから、そのワンピクセルの持っている意味が何なのかということを、この手法でもっ

て確認したいのです。それが不均一性の問題に対する私の回答です。 

 それから、農民の適応策の問題ですが、これについても、では大それたことを農学者が

言って解決するような問題なのかというと、結論を申し上げれば、学者が言ったところで

僕は解決しないと思っています。やはりそれは長年の知恵の結果、長年の経験に基づいて、

その地域ごとにあるやり方があるわけで、むしろなぜそれが理にかなっているのか、何で

そうやっているのだろうかということを、一方でもう少し研究していく必要があると思い

ます。それは単純な技術の問題ではなくて、農法であるとか、農業の文化的な側面です。

なぜそこでこんな一見大したことがなさそうなことを長年繰り返しているのだろうという

ようなことを調べていくと、それなりの理由が必ずあるのです。それをサポートしてあげ
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るという、慣行的な農業に対する意味付けのようなものは、ある意味、文化人類学的な研

究のアプローチになるのかもしれませんが、そういった面から今の農業のやり方を見直す

のは面白いのではないかと思います。 

 

（質問者Ｄ） そのときに、モニタリングで集めたデータなどは、産業界向けやコンサル

などには使えないのですかね。例えばサイゼリヤなどは、自分のレストランで売る生産物

は、全部自社の農場で作っています。そのように、全部自社の農場でやっている会社など

にとっては一番必要なデータの一つだと思うのですが、そういった一つ一つの農家へのア

プローチとともに、会社単位へのアプローチは行っていらっしゃらないのですか。 

 

（溝口） 考えています。だから、むしろこの仕組みに一番関心を示すのは、そういうと

ころです。例えば、ある北海道の農業法人、先ほど小麦の話をしましたけれども、やはり

そういうところは大掛かりに、例えば北海道なら北海道のある農場を管理していますから、

先ほどの不均一の問題ではないですが、そこをいかに均一に農地管理するか、その技術が

欲しくてしょうがないのです。そのためにこういったツールが使えれば使いたいのです。

ただ、それをまだ、研究者サイドも悪いのですが、面白いからやっているようなところが

あって、本当にそういうニーズに応えるような研究レベルには、まだなっていないのです。

しかし、そういう意味では、僕は農業ＩＣＴにはチャンスがあると思います。本心から言

うと、あまりそういうもうかる農業に特化するのは、僕は気分的には嫌なのだけれども、

でも、やはりそこは企業が一番目を付けるところだし、そういうニーズを利用しながらやっ

ていくということは、戦略としては悪くないと思います。 

 

（司会） ほかにいかがでしょうか。では、そろそろ時間になりましたので、本日はどう

もありがとうございました。 


